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I特集2 1大村智記念学術館リニューアルオ鵜プン



メ ッ

1958年(昭和33年)に山梨大学学芸学部(現・教育学部)を卒業した

大村智本学特別栄誉博士は、抗寄生虫抗生物質エバ「メタチン・イベル

メクテンの発見による感染症への治療法に関する研究の業績が高く評価

され、 2015年(平成27年)12月にノーベル生理学・医学賞を受賞しました。

本学は、これを機に「山梨大学大村智記念基金」を設立し、大

村博士の偉業を称え、そのご功績を末永く顕彰するため、2018年に「大

村智諦念学術館」を創設しました。

そしてこの度、大村博士より、新たにノーベル生理学・医学賞証

書とメダル、文化勲章証書と勲章、賞牌を含む60点を寄贈を受け、

同館の展示コーナーをリニューアルし、 2024年(令和6年) 12月11

大村智本学特別栄誉博士(左)と中村和彦学長(右)によるテープカット 日に、オープンセレモニーを挙行しました。

「ト

セ ー
シ’

学術館の展示内容を新しくし

て、オープンしていただきまし

たこと、たいへん光栄に思いま

す。ありがとうございました。

私の半生は、世の中に役立つ

研究、つまり「実学研究」をめ

ざしたもので、これは北里研究

所の創立者、北里柴三郎先生

の示した研究者の心構えであり

ました。これまでに多くのすぐれた協力者に恵まれ、研究を

推進することができ、幸運であったと思っております。

また進歩を目指す人々の集まりである組織は、思いもよらぬ

大きな成果を上げることができるということを体験することがで

きました。私と共に研究した人々の中から、120名あまりの博士

号の取得者が生まれ、そのうち36名が教授職についております。

これらの人々と共同研究を行ってきた総合的な評価が、

この度、大村先生からご寄

贈いただきましたノーベル賞を

はじめとする大変貴重なメダ

ルや賞状、多くの関連資料は、

まさに学術の象徴であると同

時に、後進の学びと、挑戦へ

の道しるべとして、極めて重要

な意義があるものと考えており

ます。

「地(知)の拠点」の役割を担う本学において、 「大村

智記念学術館」は、地域コミュニティの中核的存在であり、

私の多くの受賞の元となっていると思っております。そのよ

うにしていただいたノーベル賞を始めとするもろもろの賞の

証書、メダルなど33点余りがわたくしの実家の倉庫に収め

られておりました。

いかにこれを役立たせるかということを熟慮した結果、

母校、山梨大学に寄贈させていただくことにいたしました。

幸いにして、山梨大学の中村学長をはじめ関係各位の賛

同をいただきまして、学術館というすぼらしい落ち着き場所

で展示されることを喜んでいるところでございます。

これらのメダル、勲章、賞牌、証書など、大学の教育に

役立たせていただくだけでなく、一般の人々にもご覧いた

だき楽しんでいただければ幸いでございます。

若い世代の皆さんには、失敗を恐れず挑戦し続けることが

科学者としてまた人間としても成長につながることであること

を何よりお伝えしたいと思っております。夢を持ち、それを芙

現するために努力を惜しまないでいただきたいと思います。

学術.文化.芸術の創造と発信の拠点として、山梨大学咋拗

新たな歴史を刻む、非常に重要な、かつ象徴的な建物で

ございます。

私は、今回のリニューアルを通して、未来を担う児童生

徒、そして学生が、自分たちの「無限の可能性」を信じ、

失敗を恐れずに挑戦し続けることの大切さを感じることが

できる「知の拠点」となることを、真に願っております。 「大

村智記念学術館」が、ここ山梨大学から地域、さらには世

界に向けての、学術と文化の発信地として、益々発展して

参。ますことを確信してお。ますo
醐




